
昭干163年 8 月 2日第 3種郵便物認可 平成18年 3月 1日発行（毎月 1回 1日発行）第263号 

WILD BIRD SOCI【ETY OFJAPAN SAITAMA

LA 9I 
20063 

No. 26〔 

日本野鳥の会埼玉県支部 

S H I R A K O B A T O 



-～へ 	 、＼へ ／ーーープ 

アラスカI ~ーレンス島ギャとべIし探鳥記 

7てシー 	b い 	ノ』讐三智市）  
2005年5月27~30 日の間、アンカレッジか

らノーム経由で、セントローレンス島のギャン

ベルに行く機会を得て、野鳥を83雄見察できた。 

以下はその時の探J麟己である。 

ヒルサイドトレイルの小雌 

アラスカは日本の4倍の面責で、人口印万人、 

その内アンカレッ必こ26 万人、I部丑に4万入

人口密度a7入ノk遣正に国土全域が大自然t,o 

素盤の目に区画された市街地から車を 30 分も

走らせると、そこはもう針葉剰林に包まれたヒ

ノレサイドトレイルだったi酸に高梶島うミある

遊歩道はいくつカ辺）コースから成り立ち、自然

の森を楽しめる工夫がされている。 

ま餌鳳こ入ったのは梢で韓るハモンドメジ

ロタイランチョウ、続いてナキイスカ、セジロ

アカゲラ。木立の隙間からシロハラコツグミ、 

キヅタアメリカムシクイ。ハクトウワシも頭上

を飛び、我々のこれからを祝福した。 

ラビ・小ク(Iークは野知雑I 

遠く残雪α残るアラスカ山脈に吸し込まれる

ように、水草α稼α職睦が広がる。ここI」水鳥

の楽園ラビットクリークだ, 

空にはキョクアジサシが軸こ舞八アカェ

リカイツブリがペアーで泳ぎアシ（7浮き株に

はオプフkシハジロが営巣していた。アカエリヒ

レアシシ熱誹奇麗な夏羽を見せてくれ、アメリ

カヒドリI」近すぎてファインダーに入らなレ、 

危なくアメリカコガモを見落とすところだった。 

ラニー・フレシャー・チェスター・クリーク 

アンカレッジの公園は、ちょっとしたベンチ

の他I」建吻などなく、五a 三ち勘肯している。 

人々はマウンテンバイクやランニングなど思

い思いに余暇を楽しむb 

ここラニー・フレシャー・チェスター・クリ 

ークもそのーつだコ腰の白いスミレミドリツバ

メが水面丘く飛て校し、シジュウカラガンカ激

羽日向ぼっこをしている。そばで日プキアシシ

ギとコキアシシギとが並んで搬瓦海丑に出る

とボナノ勺レトカモメ、ハドソンオオソリハシシ

ギカ乳、た。帰途、ミヤマシトドが春の喜びを高

らかに嚇ってくれた。 

ユーコンI'姑野知古好郎 

アンカレッジからあの犬ぞり大会のゴールで

名高いノームまで、約2時君］α飛行を楽しんだ

右側に雪で覆われたH祭高く鋭く連なる山々は

マッキンリー山カ、眼下に湿原の間を緩く蛇行

するのはユーコ勿肋、豊カVま湿原ば正に野烏

の散郷 もし私がガンやカモであったなら、ど

のような苦労もいとわず、この地l割帝ってくる

だろう。 

ノームは白い乾いた二b也だった。空歯丘くの

川岸でキイロアメリカムシクイが、潅木の間を

飛び回っていた。頭上が黄色いキガシラシトド

もいたようだっ 

セン小ローレンス駒地こ立つ 

5月28日のベーリング淘萌勧・で、我々を乗

せたノ」曜飛1う機出~蹴に飛んでいた。行く手に

シベリアの山々が頂きに雪を冠して見え始めた

とき、機体は大きく旋回し、何もなし宅均火色の

大地に滑り込んた二肌をIIけ怜たい空気と強い

風っ迎えてくれたおっちゃんの頬が、何処う、 

人懐こし、 

数十万羽のケワタガモ類の雄が、アラスカ北

部のバロH卿Tiりで翻月したのち、ベーリング

淘峡を南下してセントローレンス島の沖合いを 
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通り抜け、越冬地に向かうことを知って胸を躍

らせたのはいつのことだったろう観その頃か

ら頭の隅にイ瞬っておいた地に、今、立ったの

た二 

ギャンベルはlJd冒．でもうl帆ノ 

セントローレンス島まノームから350 kin シベ

リアまで目率J 60 kinのベーリンク晦に浮かぶ小

島で、西経170度指章63度、」臨］圏までもう少

しのところに位置する。 

ギャンベノuま島の」齢こあり、人口約700人、 

大半がシベリア・ユピック族耐敵勅瀧2りられ

ている小さな村尤棚こは道路がなく、目勇斤番

地もなし、高校までいける学校と銀行を兼ねた

ストアと絵が夫々~ずりある。話す言葉は

斯吾だが、村人の顔つきはいつもα彫畏鳥会で

会う友人に何文功似ていて、ギャンべlnこいる

ことを忘れさせてくれる。 

ギャンべ'U襟酒加生きた村だった 

5月29 日の夜は単彫霜己念日の」際りだった

発鍵は潮市って村の公民館に集まり、大人達

が歌いながら打つ、アザラシの胃袋7）皮で作っ

た団扇太識のリズムに合わせて、ダンスを見せ

てくれた。大人達は陽気だったけど素面だった

ギャンべlHこは禁酉法が生きていたのだ帰途

ここではベンツより高級なバギー車且IONDA」が

迎えに来た。 

石ころの下I持だi東フていた 

山の麓まで広がる石ころだらけの原野。とこ

ろどころで枯オ碑が風にたなびき、極北の厳し

さを訴えていた。あと一月もしたらこの草も新

しし市トα浪吹を萌え出させるのだろうカ、凍土

がとけてできた僅カ,まかりの水溜りに、ミズカ

キチドリが1羽、傾いた日差しを背に受けて丸

くなっていた。 

ツノメドII＆エトピIIカ 

晴れた日l」遠くシベリアの山々が白く見える。 

沖合をユトピリカやツノメドリが、左から右に

せわしなく通りすぎる。何故カいつもハシブト

ウミガラスがうbi頁芯波間に浮んたうソノメドリ

が鯨に驚いて飛び上がった。 

ゲ7タガモ 

それは突然やってきた。 

一羽α時ミ色い大き為鳥がゆっくり通りぬけた

メガネケワタガモだコ感敷ci鵬助g収まらない

うちにオデコが黄色のケワタかモ、雄の成鳥も

いる。コケワタガとEも来た。ホンケワタガモは

ペアーたニ ビロードキンクロの群れも続く。待

ちにまった闘司だった興奮が収まった沖合で、 

フノレマかモメがゆったりと風を受けていた。 

オガワコマドI＆ツメ・fプ1ホオジロ 

アイボリーアートを作る為、セイウチの牙を掘

り出した穴がそこここにある、村のタ侵lJのボー 

ンヤー凡米人バーダーが20メ近く一列になっ

て、オガワコマドリを追っていた。タ肋§止まっ

たその時、 田もんだ！」功謙色の尾丹羽ミ目に焼

きついた。米人バーダう圭が去ってどれほと時

彫灘ったろうカ、ボーンヤー母こツメナガホ

オジロの韓りがもどり、ユキホオジロのつがい

が足元から飛び立った。 

朋0tの朝 

鵬に包まれた静かな朝だった昨日まで見て

いたSevuok山 Mountain が今朝は見えなし、飛

行機は飛ぶのだろう観 

参考資料 

①『とりの渡りを調べてみたら』ポール・ケリ

ンガー著 丸 武志 訳 文一総合出版

②『アラスカ、セント・ローレンス島探鳥記』 

報告 2005年 大関義明 
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野鳥記録委員会の最新情報 
●シジュウカラガン 

英名 Canada Goose 

学名 ルョ刀ta canadensis 

分類 カモ目カモ科コクガン属 

2005年12月 27 日、戸田市彩湖南部浮島付 

近で倉林宗太郎によって同様の個体が発見さ

れ（写真なし）、2006 年1月2日以降朝霞市 

上内間木の，削廿などで、多くの人に観察撮影

されました。上写真は1月8日、海老原美夫

が鴨川で撮影したものです。 

右脚に番号などが読み取れない金属足輪、 

左脚に「75」と記された赤い足輪が装着され

ていました。この足輪をもとに調べたところ、 

1，仙台市立八木山動物公園、日本雁を保護

する会、ロシア科学アカデミーカムチャッ

カ生態学研究所などが 1980 年から続けて

いるシジュウカラガン回復計画により、 

2，カムチャッカ生態学研究所附属の飼育施

設内で2000年6月 8 日に生まれた母親と、 

アメリカのアリューシャン列島バノ1ゲィー 

ル島で捕獲され2001年8月6日にアメリカ

からロシア科学アカデミーに提供された父

親との間に、2005年7月2 日に生まれ、 

3, 飼育施設内で成長して、2005 年 8 月 19 

日、ェカルマ島（」陪β千島列島）までヘリニ

プターで運ばれ放鳥されたものであること、 

4，今冬は、同じく放鳥されたシジュウカラ

ガンが、宮城県や栃木県などでも発見され

ていること、 

が分りました。 

本種は1925年3月と1929年2月に越谷市

の宮内庁鴨場で捕獲された言瞬がありますが、 

当委員会が県内野鳥リストの対象としている  

1978年4月以降の記録はありません。 

本個体は人工的環境内で獅館司育、放鳥さ

れたことが明らかであることから、県内野鳥

リストには追加しないと、委員会としては判

断しました。 

●サカツラガン 

英名 Swan Goose 

学名 Ansei・ Cアgrioides 

分類 カモ目カモ科マガン属 

2006年1月 15 日、久喜市と菖蒲町にまた

がる久喜菖蒲公園の昭和沼で、長谷川訓寿に

よって撮影され（上写真）、17 日ころまで2羽

が、lOmくらいまで近づいても逃げようとし

ない状態で観察されました。これは、春日部

市南区5丁目の大池親水公園で放し飼いにさ

れているサカツラガンの内の2羽である可能

性が否定できないと判断しました。 

同園では、7年前に狭山市智光山公園の動

物園から寄贈を受けたサカツラガンを、ケー 

ジなどが全くない放し飼いの状態で飼育して

おり、毎年何羽かが繁殖しているが、年を経

ても個体数が特に多くなることはないとのこ

と。つまり、毎年何羽かが、そこから飛び立

っているのではないかとも考えられるわけで

す。個f2隊の正確な記録、足継着などは行

われていません。 

2001年4月 10 日ごろ、さいたま市深作沼

で撮影されたサカツラガンについて、「自然分

布であるとの確証が得られないので、県内野

鳥リストにはフ才しないでおく」との当委員会

の判断を、本誌同年8月号（第208 号）で発表

しましたが、今回も同じ扱いとすることにし

ました。 
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さいたま市岩槻区岩槻文化公園 ◇11月 4日、 

カイツブリ、カルガモ、マガモ、ヒドリガ

モ、コゲラ、カワセミ（声）、ハクセキレイ、 

セグロセキレイ、キセキレイ、モズ、ウグ 

イス、ジョウビタキ早、キビタキ早、シジ 

ュウカラ、アカハラ早、メジロ、アオジ、 

カケスなど計24種コ 11月 8 日、カワウ、ア 

オサギ、コガモ、カルガモ、マガモ子1羽 

早 1羽、ヒドリガモ、イカルチドリ 4羽、 

カワセミ（声）、ヒバリ、モズ、ウグイス、 

アオジ、ホオジロ、ジョウビタキ早、アカ

ハラ（声）、ベニマシコ、カケスなど計29極 

11月10日、カワウ、アオサギ、コガモ、カ

ルガモ、マガモcl羽早 1羽、ヒドリガモ、 

イカルチドリ 5羽、ユリカモメ、カワセミ 

（声）、モズ、コジュケイ（声）、アオジ、ジ 

ョウビタキ子 2羽早 2羽、アカハラ1羽、 

シロハラ :1 羽（初認）、ツグミ（声）、ベニマ

シコ子I羽＋I羽（飛）、カケス（声）など 

計35干重 11月13日、オオタカ若鳥1羽が樹 

間で辺りを見回し、珍しくトビが旋回。11 

月24日、ハイタカ飛親 12月 6 日、村国池 

でカルガモと共にマガモ早 1羽。カワアイ

サ子1羽、元荒川上流へ飛）羽。イカルチド

リ、イソシギ 3羽、ユリカモメ約10羽、オ

オタカ若鳥1羽飛翻。オオタカ成鳥1羽、 

元荒川岸でカルガモを食べていたが、ハシ

ブトガラスに追われて飛び去る。アカハラ、 

シロハラ、ツグミ、カケスなど副g5利L12 

月 7 日、ツグミ、シロハラ、ヒョドリが一

緒に水飲みb 元荒川では、オオタカの出現

にヒドリガモの群れが逃げさる（鈴木紀雄）。 

さいたま市岩槻区長宮 ◇11月10日、300m 

程の両側田んぼの農道でキセキレイ1羽、 

ハクセキレイ 5羽、タヒバリ 6羽、ヒバリ 

5羽、カワラヒワ4羽。すぐ南の側溝で採

餌するタシギ 1羽（鈴木紀雄）。 

さいたま市岩槻区大戸 ◇12月13日、葦原と

田んぼの中の砂利道を車で走行中、脇道100 

m程先にコジュケイらしき鳥を見つけ、車

内から観察。その内もう1羽が出現っなん 

と額から眉斑、喉が真白。どうやらコリン

ウズラ子 1羽早 2羽のよう。初めて見た（鈴

木紀雄）。 

さいたま市岩槻区新方須賀 ◇12月13日、元

荒川にかかる永代橋付近で流れの中に降り

ているセグロカモメ成鳥1羽、少し上流に

ヒドリガモ約180羽の群れb 他にカルガモ、 

コガモ、オナガガモ子1羽な＆ オオタカ

が飛来、ハシブトガラスに追われ、飛び去

る（鈴木紀雄）。 

さいたま市桜区彩湖 ◇11月17日、彩湖でオ

オバン18羽、カンムリカイツブリ10羽、ユ

リカモメ多数（鈴木紀雄）。 

さいたま市桜区秋ケ瀬公園 ◇11月17日、子

供の森でアカハラ若鳥2羽。12月 8日、子

供の森で1本のムクの木にアカハラ約10羽、 

シロハラ数羽（鈴木紀雄）。 

さいたま市桜区大久保農耕地 ◇11月［7日、 

B区で荒J肥）対岸、遥か西側上空をタゲリ

約50羽が飛翻。A区でノビタキ1羽、まだ

いたの？ 12月 8 日、 B区で木にとまるノ

スリ 1羽（鈴木紀雄）。 

さいたま市見沼区大谷環境広場 ◇12月 7日、 

タシギ 8羽、イカルチドリ 7羽、ツグミ 8 

羽、カワラヒワ100羽＋、カシラダカ、ハク

セキレイな＆ 12月 9 日、クサシギI羽、 

タシギ11羽、イカルチドリ 9羽、タヒバリ、 

ハクセキレイなど。 12月16日、タシギ18 

羽、イカルチドリ 9羽、ツグミ 3羽など（鈴

木紀雄）。 

さいたま市見沼区第三公園付近 ◇12 月 23 

日、公園内にツグミ 10 数羽、シメ1羽、芝

川にカルガモ、オナガガモ、コガモ、ホシ

ハジロ、キンクロハジロ、ハシビロガモ、 

ユリカEメ、土手のブッシュにホオジロ、 

アオジ、ジョウビタキが飛び、やっと冬鳥

が揃ってきた。池に氷が張り先日まで居た

オカョシガモの姿が見えなくなったのが寂

しい。それにしても今年の冬はどうしたの

だろうか（赤堀尚義）。 

さいたま市緑区 ◇12 月 30 日、同じ日に見

沼田んぼ 3ケ所でタゲリを見ました。見沼

代用水東縁総持院前田んぼで 2 羽。見沼田

んぼ片柳台地と芝川の間の畑で 3 羽。見沼 
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田んl翻ヒ宿大橋の快の畑で1羽。北宿大橋

近くは探鳥会のコース途中であり、久しぶ

り。探鳥会までお願い（楠見邦博）。 

蓮田市黒浜 ◇11月8日、上沼北側のブッシ

ュと田んぼの境でカシラダカ3羽初認。療 

養所内でシメ1羽。11月9日、療養所内で

ェナガ10羽。11月15日、上沼北側でシメ飛

翻。葦原の陰から出た瞬間、小道から脇の

湿地のブッシュに3歩ほど走って潜り込む

小さめのクイづ頻の姿b もしかしてヒメク

イナ？ 11月16日、上沼周辺でクイナの声、 

ベニマシコ、シメ飛潮。療養所内でアカハ

ラ、シロハラ、ツグミ。オオタカ上空を飛

ぶ。ゴルフ場南側の田んぼでタゲリ7羽。 

川島橋すぐ上流の元荒川でイカルチドリ16 

羽。12月11日、上沼で東側上空高く飛ぶノ

スリ1羽。さらに南東へ飛ぶツミ1羽。上

沼では、カルガモ、コガモ、オオバン、カ

イツブリ、カワウ、マガモ早 3羽、オカョ

シガモ子3羽早 2羽。療養所東縁でアカハ

ラ、シロハラ、ツグミ、シメ、オオタカ、 

ェナガ、シジュウカラ、メジロ、コゲラ、 

アオジ、ウグイス。12月19日、上沼でカワ

セミ子1羽、マガモ子1羽早 3羽。療養所

東縁でルリビタキ早1羽、クリクリした目

に久しぶりに会えた（鈴木紀雄）。 

蓮田市蓮田 ◇12月6日午前6時頃、根ケ谷

戸公園で「チュイーン、チュイーン、チュ 

ルチュル」のような声。見上げると木に10 

羽位のマヒワの群れがしきりに行き交って

いた（本多己秀）。 

春日部市内牧 ◇11月9日、宮代狽にツグミ 

1羽、クロジらしき声、数ケ所から（鈴木紀

雄）。 

春日部市南5丁目大池公園 ◇12月13日、キ

ンクロハジロ約100羽、コガモ15羽、ユリカ

モメ約80羽（鈴木紀雄）。 

上尾市原市 ◇11月11日、県道大宮栗橋線の

潮則の一角にある池でクサシギ1羽、カワセ

ミ1羽など。サギ類が多い（鈴木紀雄）。 

菖蒲町小林 ◇11月11日、ニュウナイスズメ

約300羽が電線にとまったり、田んぼに降 

りたり。集団性が強い。12月19日、電線に 

ニュウナイスズメ子2羽早1羽、1ケ月程 

コミミズク（大津 砧） 

前には、あんなにいたのに、どこへいって

しまったのか（鈴木紀雄）。 

加須市加須はなさき公園 ◇12月18日、ムナ

グロ3羽、アリスイ1羽、ミヤマガラス約 

50羽（長嶋宏之）。 

久喜市菖蒲公園昭和沼 ◇12月19日、トモエ

ガモ子6羽早 2羽、アメリカヒドリ子1羽、 

カンムリカイツブリ、カイツブリ、カワウ、 

カルガモ、マガモ、コガモ、ヒドリガモ、 

キンクロハジロ、ホシハジロ、ハシビロガ

モ（鈴木紀雄）。 

渡良瀬遊水地 ◇12月1日、鷹見台から、ミ

サゴ1羽、大きな魚を食事中。チョウゲン

ボウ子1羽。コミミズク1羽、土手に沿っ

て餌を探していたようだが、カメラマンも

多く、ついに上空高く上がり、何処かへ。 

ノスリ 3羽、チュウヒ1羽。タ刻、ゴルフ

場の道でミサゴ2羽、チュウヒ約3羽、ハ

イイロチュウヒ子2羽早1羽。トビ多し、コ

ハクチョウ成鳥1羽（飛）（鈴木紀雄）。 

川里町屈巣 ◇12月1日、ミヤマガラス2群

計約250羽の群れ（鈴木紀雄）。 

本庄市利根川 ◇12月 29 日午後1時半頃坂

東大橋下，jii約1キロの本流でホオジロガモ

子2羽早11羽、上流へ団体で飛び、下流へ

泳ぎながら潜水を繰り返していた。 2--3 

羽は時々観察されるが 13 羽の団体は当地

では初めて（町田好一郎）。 

表紙の写真 

カモ目カモ科オシドリ属オシドリ 

松村禎夫（さいたま市） 

砧） 

-6- 



キジ（落合英ニ） 

「要予約」と記載してあるもの以外、予約申
し込みの必要はありません。初めての方も、青
い腕章をした担当者に遠慮なく声をおかけく
ださい。私たちもあなたを探していますので、 
ご心配なく。 

参加費：一般100 円、会員と中学生以下50 
円。持ち物】筆記用具、雨具、昼食、ゴミ袋
持っていれは双眼鏡などの観察用具も（なく
ても大丈夫）。 解散時刻】特に記載のない
場合正午から午後1時ごろ。悪天候の場合は
中止、小雨決行です。 
できるだけ電車バスなどの公共交通機関を

使って、集合場所までお出かけください。 

3月中に鉄道、バス等の時刻変更が予定さ

れています。本案内の時刻は、執筆当時の時

刻表にも基づいています。ご注意をお願いし

ます。 

羽生市・羽生水郷公園探鳥会 

期日】3月4日（土） 

集合：午前8時50分、東武伊勢崎線羽生駅東

口、集合後バスで現地へ。または午前 

9時30 分水郷公園駐車場。 

交通【東武伊勢崎線春日部 8:13→久喜 8:27 

→羽生8:46着。またはJR宇都宮線大

宮7:55→久喜8 】 15着で、東武伊勢崎

線乗り換え。 

担当：中里、和田、榎本（秀）、宮下、四分一、 

栗原，植平,飛田 

見どころ：木々が芽吹き緑が目立ち始め、花

も待ちきれずに顔を覗かせています。 

北への旅立ち前の冬鳥を田園風景の中

に探してみましょう 

蓮田市・黒浜沼探鳥会 

期日】3月5日（日） 

集合】午前8時40分、JR宇都宮線蓮田駅東

口パス停前。 

担当】玉井、田中、長嶋、長野、菱沼（一）、 

松永、榎本（建）、青木、吉安、鬼塚 

見どころ 1 梅が咲いて、鳥たちも旅立ちの準

備に忙しい季節。ウグイスのさえずり

の練習が聞けるかもしれません。足元

のタンポポなどの草花を眺めながら、 

小さい春も見つけます。 

寄居町・玉淀河原探鳥会 

期日】3月5日（日） 

集合：午前9時30分、秩父鉄道寄居駅南口駅

前広場。 

交通】秩父鉄道熊谷8:51発、または東武東

上線川越 8【 30-p月りり町で 9 】 07 発寄

居行きに乗り換え乗車。 

担当】大津、小池（一）、喜多、後藤、堀（敏）、 

堀（久） 

見どころ】昨年はご当地初のコハクチョウに

感敷。それにミサゴ、オオタカも出て 

41種の大ヒットでした。 

今年も皆さんの目で耳で、大ヒット

にしましょう。 

加須市・加須はなさき公園探鳥会 

期日】3月11日（土） 

集合】午前9時、加須はなさき公園駐車場。 

交通】JR宇都宮線大宮8:04→久喜8:24着、 

東武伊勢崎線春日部 8:21→久喜 8:34 

発に乗り換え、柏崎8 : 42着。徒歩約 

10 分 

担当】長嶋、中里、玉井、栗原、宮下、四分

一、植平、鬼塚 

見どころ：公園側との共催探鳥会、第3回で

す。 

初心者大歓う鬼青毛堀川沿いを歩き、 

マンサクが咲く植物園に春の息吹を感

じながら、小島たちを探します。民家

の屋敷林でオオタカが迎えてくれるか

もしれません。 
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熊谷市‘大麻生定例探鳥会 

期日】3月12日（日） 

集合】午前9時30分、秩父鍋首大麻生駅前。 

交通：秩父鉄道熊谷9:11発、または寄居8:49 

発に乗車。 

担当】島田、中里、和田、森本、大津、倉暗、 

高橋（ふ）、後藤、藤田（裕）、栗原、飛

田、新井（巌）、千島 

見どころ：冬のゲストの少なくなる時期です。 

コハクチョウやホオジロガモはまだい

るでしょうか。 

さいたま市・見沼自然公園探鳥会 

期日】3月 12日（日） 

集合】午前8時15分皿大宮駅東口「こりす

のトトちゃん」像前。または午前9時 

15分、見沼自然公園駐車場。 

担当】工藤、兼元、日根、松村、百瀬、渡辺 

（嘉）、赤堀、新井（勇） 

見どころ】1月のカモ類調査では個体数の減

少を感じました。次回はたくさんの仲

間を連れて来るよう渡り前のカモたち

に皆でお願いをしましょう。 

『しらこばと』 袋づめの会 

とき】3月18 日（土）午後3時～4時ころ

会場：支部事務局108 号室 

松伏町・松伏記念公園探鳥会 

期日】3月 19日（日） 

集合】午前8時45分、東武伊勢崎線推裕

駅東口、集合後午前8時50分発ユロー 

ラ行きバスで「松伏高校前」下車。ま

たは午前9時 30 分松伏記念公園北駐

車場。 

担当】田退、橋口、大塚、神場、吉岡（明）、 

小菅、土1畢、榎本（建）、野村（弘）、野

村（修）、小林（善）、植平 

見どころ：冬鳥たちの北帰行が始まっていま

す。秋の再会を願って見送りましょう。 

心配なのはシラコバト。すっかり見つ

けるのが困難な鳥になってしまいまし 

た。大勢の目で探しましょう。 

その他】松伏中央公民館との共催です。 

さいたま市・三室地区定例探鳥会 

期日】3月 19日（日） 

集合】午前8時15分、京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ。または午前 

9時、さいたま市立浦和博物館前。 

後援】さいたま市立浦和博物館 

担当：楠見、福井、手塚、倉林、渡辺（周）、 

若林、小菅、赤堀、新部、増田、青木 

見どころ：見沼田んぼも花盛り。コブシ、モ

クレン、レンギョウなどの花々の中に

蜜を吸いにメジロさん。楽しい鳥仲間

も待っているから、冬鳥と夏鳥が交差

する見沼田んぼにお出かけくださし、 

坂戸市‘高麗川探鳥会 

期日：3月21日（火・祝） 

集合：午前9時、東武越生線川角駅前 

交通】東武東上線川越 8:13→坂戸で越生線 

8 : 42発に乗り換え。または寄居7 : 53 

→可りリ町乗り継ぎ、坂戸で乗り換え。 

訳川趨県大宮7 】 34→川越で東武東上

線乗り換え。 

担当】酬、高草木、青山、久保田、志村、 

高橋（勝）、増尾、侮藤（荘）、杉原、林、 

原、藤深、山田（義）、持丸 

見どころ：身近に見るセキレイの仲間は、羽

色が白、黒、黄色。鳴き声はチュチュ

ン、ジージー、チチンチチン。見て聞

いて、楽しみながら春の高麗川を歩き

ましょう。 

長瀞市・宝登山探鳥会 

期日】3月 21 日（火・祝） 

集合】午前9時20分、秩父鉄道長瀞駅前。 

交通】秩父鋪首熊谷8 】 15発、8:41発（急 

行）、寄居 8 】 48発、9 】 02 発（急行）、 

またはお花畑8 】 41発。東武東上線川 

越7 : 37 発（特急）で寄居乗り換え。 

解散】宝登山山頂広場 

担当：井上、佐久間、小池（一）、青山、喜多、 

堀（敏）、堀（久）、堀口 

如
鉛
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見どころ：昨年は初夏を思わせる暑さと、鳥 

にも振られてぐったり、がっかりでし 

た。今年は期待して山道を登ります。 

注意】花粉対策を講じてお出かけくださし、 

栃木県・日光東照宮裏山探鳥会 

期日】3月 25日（土） 

集合】午前9時15分、東武日光駅前。集合

後、バスで「総合会館前」まで移動。 

交通】東武伊勢崎線春日部7:44発「決速」日

光行き、栗橋 7:39→板倉東洋大前で 

8:10 発「快速」日光行きに乗り換え、 

東武日光9:Jj着。 

解散】午後 2時ごろ、日光東照宮にて。 

担当】玉井、福井、田中、中里、植平 

見どころ】大谷川、神橋、沢沿いと東照宮裏

山を歩くコースです。カワガラスやミ

ソサザイ、山の鳥たちを期待します。 

狭山市・入間川定例探鳥会 

期日】3月26日（日） 

集合】午前9時、西武新宿線狭山市駅西口。 

交通：西武新宿線本川越 8:43 発、所沢 8:36 

発に乗車。 

担当【長谷部、藤掛、高草木、中村（祐）、山

本（真）、久保田、山本（義）、山口、山

田（義） 

見どころ：シジュウカラやヒバリがさえずり、 

ツバメやコチドリが渡ってくる頃です。 

冬鳥たちもいるので、運がよければ40 

種以上の鳥たちに会えます。 

行田市・さきたま古墳公園探鳥会 

期日】3月 26日（日） 

集合】午前9時30 分、県立さきたま資半値官前

レストハウス。 

交通：JR高崎線吹上駅北口から、朝日バス

行田車庫（佐間経由）行き 8 : 52発で、 

「産業道路」下車、徒歩約15分。 

担当】内藤、岡安、和田、立岩、石井（博）、 

栗原 

見どころ：遠望の山には雪が、でも「さきた

ま」の日差しは春です。鳥の世界は帰

る鳥、来る鳥でにぎやかですよ！ 

千葉県・銚子港探鳥会（12/1O-11) 
久保田忠資（狭山市） 

天候に恵まれ 61 種を観察することができ

ました。 2日間に多くのハイライトシーンが

ありました。その2つ3つを紹介します。 

その1ートコトコ採餌― 

洩崎港公園前の砂浜にミユビシギを主体と

した一群。その数およそ100羽、右に左に先

を争って走りながら盛んに浜をつついている。 

その姿、トコトコトコトコと目まぐるしい。我

先にと走る走る。この動きなにかとダブる。 

そうだ！ 探鳥会での我らの動きとそっくり

だ。我々も「珍鳥出たョー」の声でそれっと

ぱかりにトコトコトコトコ・・ーですよね。タ

陽に美しく照らされたシギ達を、参加者一同

飽かず眺めた次第です。 

その2-鳥見は足元から（j）一 

出発時のバス内では恒例の自己紹介、なか

で「今回はぜひクロサギを！！」との声があり

ました。さて、波崎港公園、海に突き出た防

波堤の上。一同なぜか前に前に、スコープの

視野ははるか遠方を盛んに探す。「何かいない

かなー」とアゴのあがった状態。すると、1-1 

少ーダーがなんと足元の波消しブロックに行

むクロサギを発見、一同じっくりと観察でき

た次第。Hリーダー日く「皆とは反対の方向

をみると意外に鳥をみつけられるョ」だって。 

その3一鳥見は足元から（②）一 

2日目の昼食をすませ帰途につく前の 30 

分、念のため珍カモメを求めて再度、海岸へb 

一行の目は遠方かなたの防波堤〕たくさんの

がEメの中になにか「珍・稀」を期待してス

コープが並ぶ。しかし「鳥見は足元から」。な

んと目の前海面すれすれにミツユビカモメが

出現。 あまりの近さにスコープは勿論、双眼

鏡も休業状態、手がとどきそう。しかもこの

個体、サービス心旺盛、拍手と歓声のなか、 

繰り返し旋回しては目の前に・・・・。ホバリン

グ状態までも披露してくれた。一同は十二分

に堪能し、帰途についた次第です。 

帰りは暖かいバスにゆられてグッスリ。幹

事さんの細やかな気配りには頭がさがる思い

です。おかげさまで今回も楽しい思い出をた

くさん持ち帰ることができました。 
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行事報り 
10月16日（日） 北川辺町 渡良瀬遊水地 

 

参加】16名 天気】雨後曇 

 

	ノ 

カイツブリ カンムリカイツブリ カワウ ダイ

サギ コサギ アオサギ マガモ カルガモ コ

ガモ ヒドリガモ オブーガガモ ハシビロガモ

キンクロハジロ ミサゴ トビ イソシギ シラ

コバト キジバト ヒバリ ショウドウツバメ 

ツバメ カワセミ ハクセキレイ ヒョドリ モ

ズ ホオジロ カワラヒワ スズメ オナガ ハ

シボソガラス ハシブトガラス (3l種）直前まで

降っていた雨も上がり、実施を決定。下宮橋でイ

ソシギと今季初のハシビロガモ。谷中湖は学生ト

ライアスロン大会で鳥影は少ない。それでも冬の

水鳥たちが訪れはじめていた。そんな中、カンム

リカイツブリが入っているよとの声。移動して全

員が観察。中ノ島から北上し史跡ゾーンへ向かう。 

延命院への道すがら、今秋植物学会に新種と発表

されたワタラセツリフネソウを観察。雨の影響で

足元も悪く、早めに鳥合わせをした。（内田孝男） 

H月27日（日） 蓮田市 黒浜沼 
	、 

参加】47名 天気】日青 	ノ 

カイツブリ カワウ コサギ カルガモ コガモ

チョウゲンボウ キジ クイナ バン オオバン

キジバト カワセミ アリスイ コゲラ ハクセ

キレイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ ツグミ

ウグイス シジュウカラ メジロ ホオジロ カ

シラダカ アオジ カワラヒワ シメ スズメ

ムクドリ カケス オナガ ハシボソガラス ハ

シブトガラス（33種）今年は例年になく冬鳥の到

来が遅れて数も少ない。落葉も遅くて鳥が見つけ

にくいという悪条件だったが、上沼ではカワセミ

が皆の目を楽しませてくれた。最後に2001年以来

のアリスイが出現し、初めて見る参加者もかなり

居たことから盛り上がって終了する事が出来た0 

（玉井正晴） 

 

H月27日（日） 狭山市 入間川 
	、 

 

 

 

参加】21名 天気】晴 

 

 

	ノ 

 

  

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ マガモ カルガモ コガモ ハシビロガモ

オオタカ イカル／チドリ イソシギ タシギ キ

ジバト カワセミ ヒバリ キセキレイ ハクセ

キレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ウグ

イス セッカ シジュウカラ メジロ ホオジロ

ベニマシコ スズメ ムクドリ オナガ ハシブ

トガラス Gl種）11月下旬なのにジョウビタキ、 

ツグミ、アオジが見られなかった。タシギが数年

ぶりの登場。水辺でうろうろするイタチがよく見

られ、近くに出ていたカワセミよりもうけていた。 

（長谷部謙ニ） 

 

12月3日（土） 北川辺町 渡良瀬遊水地 

 

 

参加】47名 天気】日青 

 

 

	ノ 

  

カイツブリ ハジロカイツブリ カンムリカイツ

ブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサギ マ

ガモ カルガモ コガモ ョシガモ オカョシガ

モ ヒドリガモ アメリカヒドリ オナガガモ

ハシビロガモ ホシハジロ ミコアイサ ミサゴ

トビ オオタカ ノスリ チュウヒ オオバン／

タゲリ ユリカモメ セグロカモメ キジバト

カワセミ ハクセキレイ タヒバリ ヒョドリ

モズ ジョウビタキ ツグミ ウグイス セッカ

ホオジロ カシラダカ アオジ オオジュリン

カワラヒワ ベニマシコ スズメ ムクドリ ハ

シボソガラス ハシブトガラス (47種）冬には珍

しく穏やかな晴天。始まってすぐ、下宮橋上手で

カワセミ、ダイサギが出迎え、足が止まる。谷中

湖のカモ類は、数はまだ少ないがおおよその種が

入っている。南ブロックではアメリカヒドリやョ

シガモ。途中ベニマシコの声はすれども姿は見え

ず。ミコアイサや定番のマガモ、その中に1羽の

ホシハジロ。延命院跡地では遠くにツグミ。鳥合

わせでは47種、参力I堵も同数だった。（内田孝男） 

 

12月4日（日） 所沢市 狭山湖 
	、 

 

 

参加】18名 天気】曇 	ノ 

 

  

カイツブリ ハジロカイツブリ カンムリカイツ

ブリ カワウ アオサギ マガモ カルガモ コ

ガモ オカョシガモ ヒドリガモ オナガガモ

ハシビロガモ トビ オオタカ ノスリ オオバ

ン イカルチドリ キジバト アオゲラ コゲラ

ヒバリ ハクセキレイ タヒバリ ヒョドリ ジ

ョウビタキ ツグミ ウグイス ェナガ シジュ 

．’ 
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ウカラ メジロ ホオジロ カワラヒワ スズメ

ハシブトガラス（34種）林地では紅葉がまだ充

分観賞に堪える状態で、季節のズレを実感,その

せいかアオジ、シメ、シロハラ等の冬鳥が全く確

認出来なかった。カンムリカイツブリは100羽超の

群れでまずまずだが、カモ類は種一数ともに少な

い。最後に漸くツグミの小群が出て、初冬の狭山

湖探鳥会を締めくくってくれた。 （石光 章） 

12月H日（日） 熊谷市 大麻生 

参加】28名 天気：曇

カワウ ダイサギ アオサギ トビ オオタカ 

ノスリ キジバト カワセミ コゲラ ハクセキ

レイ セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ モ

ズ ジョウビタキ ツグミ シジュウカラ メジ

ロ ホオジロ カシラダカ カワラヒワ シメ 

スズメ ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス (26種）厳しい寒さの朝。土手に出ると風が

強くて顔を上げられない状態。そのため、ゴルフ

場の南側のアシ原へとコースを変えた。ゴルフ場

のエノキの林の中では梢の上からシメが怖い顔を

してこちらを見据えている。アシ原にはいるとジ

ョウビタキが愛らしいしぐさで迎えてくれた。途

中ホオジロとカシラダカの識別の勉強会。「赤い鳥

を見たい」という皆さんの願いは叶わなかった。 

河原に出ると冬木立の枝先にノスリが止まってい

た。獲物を狙っているのかじつとして動かず、皆

でじつくり観察できた。最後にカワセミが姿を見 

せて皆を喜ばせてくれた。 	（中里裕―) 

ノ 12月H日（日） さいたま市 岩槻文化公園、 

参加】43名 天気】曇 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ マガモ カルガモ コガモ ヒドリガモ キ

ジ イカルチドリ イソシギ ユリカモメ セグ

ロカモメ キジバト コゲラ キセキレイ ハク

セキレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ツ

グミ ウグイス シジュウカラ メジロ ホオジ

ロ アオジ カワラヒワ シメ スズメ ムクド

リ カケス ハシボソガラス ハシブトガラス 

(34種）前半はヒョドリが目立つ程度。しかし後

半には、水管橋からかモ類を確認した後、元荒川

の岸辺ではイカルチドリやイソシギ、水浴び・羽

繕いをするキセキレイの姿が見られた。帰路のテ

ストコースで、シメやモズをじっくり観察。それ 

にしても、ご多分にもれず冬鳥の少ないことが気

に掛かる探鳥会であった。 

12月14日（水） 北川辺町 渡良瀬遊水地 

参加：39名 天気】日青 	
ノ 

カイツブリ ハジロカイツブリ カンムリカイツ

ブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサギ マ

ガモ カルガモ コガモ ョシガモ オカョシガ

モ ヒドリガモ アメリカヒドリ オナガガモ

ハシビロガモ ホシハジロ キンクロハジロ ミ

コアイサ カワアイサ ミサゴ トビ ノスリ

ハイイロチュウヒ チュウヒ チョウゲンボウ

オオバン イカルチドリ ユリカモメ セグロカ

モメ キジバト カワセミ ハクセキレイ セグ

ロセキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジョウ

ビタキ ツグミ シジュウカラ ホオジロ オオ

ジュリン ベニマシコ スズメ ムクドリ ハシ

ボソガラス ハシブトガラス（47種）谷中湖のカ

モの数は少なかったが、種類は多くて多数のミコ

アイサおよびカワアイサを加えて13種も出現した。 

加えて、チュウヒ、ハイイロチュウヒ、ノスリ、 

ミサゴなどが次々と飛期してくれた。平日の渡良

瀬は自転車やスケートの人が少なく、のんびりと

広大な自然を満喫でき、満足した。 （玉井正晴） 

12月18日（日） さいたま市 三室地区 

参加：41名 天気】U青 	
ノ 

カイツブリ アオサギ カルガモ コガモ オカ

ョシガモ ハシビロガモ チョウゲンボウ バン

オオバン ユリかモメ セグロカモメ キジバト

カワセミ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョ

ドリ シジュウカラ メジロ カワラヒワ スズ

メ ハシボソガラス ハシブトガラス（22種）三

室の探鳥会に出ないと年は越せないと案内したが、 

この冬最低の気温、土砂の飛ぶ強風。芝川から斜

面林の森に風を避けて、住宅街の静かな小道を歩

いて来た。途中神社にお参り、保存の署名に協力

した小室山遺跡を見学。強風で鳥は少なかったが、 

変化のある楽しい探鳥会だった。 （楠見邦博） 

12月18日（日）『しらこばと』袋づめの会 

ボランティア】10名 	 ノ 

新井浩、江浪功、海老原教子、尾崎甲四郎、佐久

間博文、千野安以、槍山大介、槍山秀樹、藤掛保

司、藤野富代 
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枯葉に同化したトラツグミ、物音に動いたの

で、見つけることが出来ました。（鵜飼喜雄） 

r 連絡帳 

●吾妻支部の支部長と事務局が変わりました

新支部長 堀込紀夫 

新事務局 

●野鳥記録委員会リスト追加の基準について 

4ページの「最新情報」にもあるとおり、今

回のシジュウカラガンとサカツラガンについて

は県内野鳥リストに加えないと判断しましたが、 

一方では、例え飼育施設からの放鳥でも、国外

から渡って来たのだから、野鳥リストに加える

べきである、あるいは、飼育施設から逃げ出し

たものでも、放し飼い状態で繁殖し、自由に飛

んでいるのだから、野鳥リストに加えるべきで

ある、という意見もあり得ます。 

さらに、放鳥された、あるいは寵脱けした個

体が人の手に頼らない状態の野外で繁殖した場

合、その子どもらは野生状態での繁殖というこ

とになります。その場合、外来種以外は野鳥リ

ストに加えるべきであるという考え方もあり得  

ます。更に判断が難しくなります。 

コウノトリが放鳥され、トキの放鳥も近づい

ています。それらが埼玉県内に飛来した場合の

ことも考えなければなりません。 

記録委員会としては、慎重な検討を続けます。 

●事務局の予定 

3月4日（土）編集部・普及部会議。 

3月11日（土）4月号校正（午後4時から）。 

3月 18 日（土）袋づめの会（午後3時から）。 

3月 19 日（日）役員会（午後4時から）。 

●会員数は 

2月1日現在 2, 323 人です。 

活動報告 

1月14 日（土） 2月号校正（海老原美夫・喜多

峻次・志村佐治・藤掛保司・山田義郎）。 

1月15 日（日）役員会（司会】玉井正晴、各部の

報告・神川元気プラザフアミリー探鳥会支援

の件・その他）。 

1月 23 日（月）2月号を発送（倉林宗太郎）。 

1月28 日（土）本部常務会に出席後、柳生会長ら

とともに東京支部の新年会に出席（海老原美

夫）。 

1月 28 日（土）~29 日（日）役員リーダー●特助k 

行。北茨城方面、25名参加。 

編集後記 

1月 28 日、洞沼でオオワシ成鳥 双眼鏡で

も鼻の穴まで見えた。地元の人からは、 「出現

タイムは、朝の8時前後、11時から1時頃まで、 

そして3時過ぎ」と教えられた。（山部） 

「八ケ岳倶楽部」にフラッと行って、柳生会

長に会えた方もいますが、私はハズレ。会える

かどうか運次第とは、 ‘野鳥’みたいな会長の

ようです。（みどり） 
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